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皆さんが自分の趣味は何かと質問されたとき、テレビ等

での連続ドラマ鑑賞を挙げる方もおられるのではないでし

ょうか。私自身、今でも時々、週末に人気の連続ドラマを

夜更かししてみることがあります。日本の連続ドラマのジ

ャンルはサスペンス、歴史、恋愛、コメディなど様色々と

ありますが、放送時間はおおよそ1時間～2時間で、合計10

話前後で完結するのが一般的かと思います。 

お隣の中国でも、連続ドラマは昔から中国の人達にとっ

て欠かせない娯楽の一つです。中国の連続ドラマの場合、

その特徴の一つとして連続する話数の多さが挙げられ、一

般的に一つの連続ドラマで合計50話前後、長い場合には合

計80話前後の長編もあります。またもう一つの特徴として

は、中国の連続ドラマの場合、毎日放送されることが多い

ということも挙げられます。最近ではネット配信が一般的

になり、いつでもどこでも見ることができますが、2010年

頃に私が北京に駐在していたときは連続ドラマをテレビで

見ていた人も多く、中国人の友人が帰宅時の渋滞に巻き込

まれて人気の連続ドラマを見られなかったとぼやいていた

のを思い出します。 

しかしながら、時代は変わるもので、最近中国で流行し

ているドラマの一つとして超短時間の連続ドラマがありま

す。一話当たりの放送時間はなんと約3分で、その超短時間

ドラマが合計50話前後あるというものです。一話当たりの

放送時間は約3分なので、合計50話のドラマでも全部で2時

間半ほどです。単に2時間半ドラマを区切っただけという見

方もありますが、試しに見てみると、3分おきに小さな見せ

場があり、うまい具合に次のドラマに繋がっていくので、

かなり楽しめます。 

今の中国では日本と同様、街中でスマートフォンを持っ

ていない人を見つけるのが難しいくらい、老若男女問わず

スマートフォンが普及しています。そして、電車での通勤

時に短い時間で移動を繰り返す場合、1時間の連続ドラマを

途中まで見るより、数分完結のドラマをいくつか見る方が、

細かく話を終わらせることができるという点で、非常に満

足感があり、高評価のようです。 

超短時間の連続ドラマが一過性のものか、又は新しいジ

ャンルとして長く受け入れられるのか分かりませんが、ド

ラマといえば1時間という固定観念にとらわれず、一話当た

り約3分という短さに作り替えて、若者を中心に流行と需要

を作り出すところは、まさに発想の転換といわざるを得ま

せん。こういった小さな発想の転換、私も日頃の生活で試

してみようかなと思わせてくれました。 
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